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  予防接種は、体調の良い時に受けましょう。費用は無料です。

　母子健康手帳、健康保険証は必ずお持ちください。予診票

は医療機関に置いてます。個別接種は事前予約が必要で、指

定医療機関以外での接種はできません。

予防接種名 対象年齢

結核（ＢＣＧ）

◇受け方については、指定医療機関設置の「予防接種を受けるにあたっての説明書」、市ウェブサイトを参照または、保健センターへ。
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麻しん・風しん

ジフテリア・百日咳・ポリオ・破傷風

水痘

日本脳炎

Hib感染症・小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症

おとなの風しん予防接種費用の公費
一部助成
（助成回数1回・助成上限あり）

方法 場所

生後2か月の前日から5歳の前日まで
▽初回接種開始月齢に応じて1～4回接種

▽第1期：1歳の前日から2歳の前日まで▽第2期：小学校入学前の1年間

1歳の前日から3歳の前日まで：2回接種
▽すでに水痘にかかったことがある子どもは対象外です
▽任意接種で水痘ワクチンの接種を受けた子どもは、すでに接種した回数分を受
けたものとします

▽第1期：生後3か月の前日から7歳6か月の前日まで
▽第2期：11歳の前日から13歳の前日まで（ジフテリア・破傷風）

▽第1期：3歳の前日から7歳6か月の前日まで
▽第2期：9歳の前日から13歳の前日まで
小学6年生から高校1年生の女子
▽平成25年6月以降、厚生労働省からの勧告により接種を勧めていません
風しん抗体検査の結果抗体が十分ないと判断された方で、接種当日に泉南市に住民
票があり①妊娠を希望する女性②①の配偶者③妊婦の配偶者（妊娠中または妊娠の
可能性のある方は除く。接種後女性は2か月間避妊が必要）

生後5か月の前日から8か月の前日まで:1回接種
実施日：2月18日㈭、3月17日㈭午後1時～1時45分受付、予約不要

ヒブ

行事名 対象 とき その他　

平成26年3月、4月生
平成25年4月、5月生

今

　月

　の

　教

　室

　

歯みがき教室

はじめての
ままサロン

【内容】情報交換、赤ちゃんの身体計測、育児相談、ふれあ
い遊び
【申込み】不要

1歳未満の第1子
とその家族

2月19日㈮
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

1月28日㈭
受付：午後１時～1時20分
実施：午後１時20分から

【携行品】母子健康手帳、筆記用具、
歯ブラシ、コップ、お茶
【申込み】不要

妊婦とその家族

離乳食講習会

プレままプレぱぱ
教室

【内容】講演と実演
【定員】20名（申込順）
【携行品】母子手帳、筆記用具、タオル
【その他】一時保育あり
【申込み】電話か保健センター窓口へ。2月8日㈪から受付

4か月～1歳未満
の乳児の保護者

2月22日㈪
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時45分～3時30分

2月12日㈮、19日㈮、26日㈮
受付：午後0時50分～1時
実施：午後１時～3時30分ごろ

【内容】お産の話、沐浴実習、栄養の話、手作りおもちゃ、
先輩ままとの交流。3日間１コース
【定員】12名（申込順）
【申込み】電話か保健センター窓口へ。2月9日㈫締切

◇各健康診査については対象者に個別通知します。

★保健センター（☎ 482-7615 ／ FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康

子育て情報局

Child  Information

「子ども元気祭り」に集まれ！
【とき】3 月 5 日㈯午前 9 時

30 分～ 12 時 30 分

【ところ】鳴滝小学校

【対象】市内の子ども、青少年、

おとな

【内容】▽第 1 部：舞台発表（小

中学生・サークル等）▽第 2

部 : 遊び体験（ゲーム、物作

り等）コーナー

【申込み】当日受付

軽快な音楽に合わせながら
行うストレッチなど

【とき】2 月 8 日㈪、15 日㈪、

22 日㈪、29 日㈪午前 9 時

30 分～ 11 時

【対象】おとな

【参加費】1 回 300 円

【申込み】当日受付

英語で歌おう
【とき】2 月 13 日㈯午後１

時 30 分～ 3 時

【対象】小中学生

【参加費】300 円

【申込み】電話か E メールで

青少年センターへ

ほっとネットせんなん
【とき】2 月 13 日㈯①午前

10 時～ 12 時②午後 1 時～

2 時 30 分

【対象】小学生（小学部）・中

学生（中学部）・高等部の障が

いのある子どもとその保護者

【内容】①バレンタインチョコ

作り②ミニ運動会

【定員】各回親子で 15 組

【参加費】① 1 組 300 円② 1

組 100 円

【申込み】往復ハガキか E メー

ルで、ほっとネットせんな

ん参加希望、住所、参加者・

保護者氏名（ふりがな）、電

話番号を明記の上、青少年

センターへ。2 月 10 日㈬午

後 5 時必着

読み聞かせ講習会
（子どもゆめ基金助成活動）

【とき】2 月 20 日㈯午前 10

時～ 12 時

【対象】18 歳以上で子ども

に本などを読み聞かせたい方

【内容】子どももおとなも絵

本の世界へ　

【講師】正
ま さ き

置友
と も こ

子さん（絵本

研究所主宰）

【定員】20 名

【申込み】電話か E メールで

青少年センターへ

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年

〒 590-0521
樽井八丁目 13 番 18 号／ FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申込みの方へは、
２，３日中に確認メールをお届けします。届かない場合
は、青少年センターへご連絡ください。
●【ところ】の記載の無いものはすべて青少年センターで行います
●【参加費】の記載の無いものは無料です

届いていますか
就学通知書
　今年 4 月に、市立各小学

校および各中学校の第 1 学

年に入学を予定されている児

童・生徒の保護者の方に、「就

学通知書」をお届けしていま

す。もしまだ届いていない方

がおられましたら、学務課ま

でご連絡ください。

　また、国・府・私立学校へ

就学する場合は、その学校へ

の入学許可書、印鑑と就学通

知書を持って学務課へ届けて

ください。 

【新小学 1 年】平成 21 年 4

月 2 日 ～ 平 成 22 年 4 月 1

日生まれ 

【新中学 1 年】平成 15 年 4

月 2 日 ～ 平 成 16 年 4 月 1

日生まれ

冬・親子で科学を楽しんでみ
ませんか？ 
～液体空気であそぼう！～
  マイナス 196℃の不思議な

世界を、いろんな実験で遊ん

でみよう！

【とき】2 月 27 日㈯午前 10

時～ 12 時

【ところ】樽井公民館

【対象】小学 3 年生～ 6 年生

までの子どもとその保護者

【定員】60 名（申込順）

【参加費】参加者ひとりにつ

き 100 円（当日徴収）

【申込み】窓口か FAX、E メー

ルで、 住所、子ども・保護者の

氏名（ふりがな）、性別、 年齢

（学年）、電話番号を明記の上、

樽井公民館（ e-mail:tarui-k@

city.sennan.lg.jp）へ

【その他】見学のみは不可

★学務課（☎ 483-3673）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞教育

★樽井公民館（☎ 483-4361 ／ FAX483-4380）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化

泉南市子ども安全大会
【とき】2 月 13 日㈯午前

10 時～ 11 時（9 時 30 分

受付）

【ところ】文化ホール

【内容】▽第 1 部 : 安全大

会（安全ボランティア表

彰、大会決議採択等）▽第

2 部 : 自転車の安全利用に

ついての講演（詳細未定）

【問合せ】指導課

　　　　  （☎ 483-3671）

　幼稚園や子育て支援センターなどで、「生活の中の子ども

の権利」というテーマで研修を行うことがあります。先日は、

乳児を育てている保護者の方と、乳幼児の権利について考

えました。

赤ちゃんってどんな存在？って尋ねたら

　「よく寝る」「いい匂い」「かわいい」「いとおしい」「宝物」

「癒
い

やし」「元気」「自由」「成長が早い」「不思議」「おとな

が笑顔になる」「泣くのが仕事」「大変」という意見が出ま

した。おとなは、赤ちゃんを育てることの大変さを感じる

よりも、赤ちゃんのしぐさや表情に癒
い

やされたり、日に日

に成長していく姿に元気をもらったりしていることがよく

わかりました。

乳幼児期からの権利保障

　「世界子供白書」2001 年版でユニセフが「子どもの権利

の保障は子どもの人生のスタートの時点で開始されなけれ

ばならない」と強調しています。保護者の方が感じている

ように、子どもは決して無力ではなく、生まれた時から環

境に積極的に働きかけたり、働きかけられたりしながら、

成長発達しているのです。「自由」という声もあったように、

自由に動き、周りの環境から主体的にさまざまなことを獲

得していこうとする力を持っています。乳幼児は未熟な存

在ではなく、独自の関心や興味をもった家族や社会の構成

員として、尊重される存在なのです。

乳幼児期のおとなの関わり

　乳幼児を家族の構成員として尊重するためには、乳幼児

の意見表明が大切です。話し言葉や書き言葉を十分に使用

しない乳幼児の気持ちを聞くためには、気持ちを表明する

子どもの能力ではなくて、受けとめるおとなの能力が求め

られます。　　　　

　散歩に行って「き」「き」と言いながら空を指させば、「飛

行機が飛んでるね。よく見つけたね。どこに行くのかな？」

など、語りかけてください。毎日の生活の中で、子どもが

何を見つけ、何を伝えようとしているのか。冷たい風や暖

かい日差しなど、何を感じているのか。子どもの発見や気

持ちを受けとめ共感し、必要に応じておとなの考えを説明

してあげてください。乳幼児期から、対話する関係を大切

にしてほしいと願っています。

シリーズ：子どもの権利No.37　　乳幼児の子どもの権利　～乳幼児期から、おとなとの対話を～

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する

条例事務局（人権教育課☎ 483-3672 ／

FAX483-7306／e-mail:jinkenkyouiku@

city.sennan.lg.jp）　


